
明
清
時
代
に
お
い
て
中
国
商
業
界
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
は
安
徽

①
 

省
徽
州
府
出
身
の
商
人
達
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
そ
の
出
身
の
旧
名
か
ら

R
 

新
安
商
人
と
も
呼
ば
れ
全
国
に
名
を
馳
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

嘉
靖
四
十
五
年
（
一
五
六
六
）
刊
の
『
徽
州
府
志
』
巻
二
、
風
俗
志
に

よ
れ
ば
、徽
之
山
大
抵
居
十
之
五
、
民
鮮
田
疇
、
以
貨
殖
為
恒
産
、
春
月
持

緒

言

清

代

徽

州

商

人

と

海

も
く
じ

一

緒

言

二
徽
州
商
人
と
沿
海
貿
易

三
徽
州
商
人
と
海
外
貿
易

H

長
崎
貿
易
船
金
全
順
の
琉
球
漂
着

口
徽
州
商
人
注
永
増
と
長
崎
貿
易

四

小

結

余
賀
出
貿
、
十
二
之
利
為
一
歳
之
計
、
冬
月
懐
帰
、
有
数
歳
一
帰

者
、
上
買
之
所
入
、
当
上
家
之
産
、
中
買
之
所
入
、
当
中
家
之
産
、

小
買
之
所
入
、
当
下
家
之
産
、
善
識
低
昂
時
取
予
、
以
故
買
之
所

入
、
視
芳
郡
倍
厚
、
然
多
薙
容
雅
都
、
善
容
儀
有
口
、
而
買
之
名
、

檀
海
内
。

と
あ
る
よ
う
に
、
徽
州
は
田
畑
が
少
な
い
た
め
、
人
々
は
営
利
を
生
業

と
し
、
春
に
商
い
に
出
か
け
て
、
一
年
の
収
入
を
計
り
、
冬
に
は
そ
の

得
た
収
入
を
徽
州
に
持
ち
帰
る
と
さ
れ
、
な
か
に
は
数
年
も
帰
郷
し
な

い
者
も
い
た
。
そ
し
て
彼
等
の
商
業
活
動
の
大
小
が
、
お
の
ず
か
ら
各

家
々
の
財
産
の
多
寡
を
示
す
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
徽
州
に
お
い
て
は

商
業
活
動
に
よ
っ
て
財
産
を
築
く
と
い
う
気
風
が
伝
統
的
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
徽
州
商
人
の
活
動
領
域
は
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
に

ま
で
お
よ
び
、
外
国
に
お
い
て
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
者
が
い
た
。
そ

の
第
一
人
者
は
、
明
・
嘉
靖
期
（
一
五
ニ
ニ
し
一
五
六
六
）
に
倭
寇
の
頭
目

と
し
て
知
ら
れ
る
王
直
で
あ
る
。
『
世
宗
実
録
』
嘉
靖
三
十
六
年
（
一

上

貿

易

松

浦

章
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五
五
七
）
十
一
月
乙
卯
（
六
日
）
の
条
に
よ
れ
ば
、

〔
注
〕
直
本
徽
州
大
買
、
押
於
販
海
、
為
商
夷
所
信
服
、
琥
為
注

五
峯
、
凡
貨
賄
貿
易
。

R
 

と
あ
る
よ
う
に
、
徽
州
出
身
の
大
商
人
で
あ
っ
た
王
直
は
海
外
ま
で
進

出
し
貿
易
を
お
こ
な
い
、
外
国
商
人
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
得
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
明
代
、
清
初
の
海
禁
策
が
漸
次
廃
棄
さ
れ

る
と
、
中
国
沿
海
地
区
の
商
人
が
海
上
貿
易
に
積
極
的
に
進
出
し
始
め
、④
 

徽
商
の
勢
力
は
主
に
、
国
内
商
業
に
注
が
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
清
代
徽
州
商
人
の
海
上
貿
易
に
つ
い

て
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
で
は
、
徽
州
商
人
は
海
上
貿
易
に
対
し
て
全
く
関
心
が
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
沿
海
を
利
用
し
商
圏
を
拡
大
し
よ

う
と
し
、
ま
た
巨
大
な
資
本
を
必
要
と
す
る
海
外
貿
易
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
清
代
の
徽
州
商
人
が
い
か
に
海
上

貿
易
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
領
域
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
究
明
し
て
み
た
い
。

徽
州
商
人
と
沿
海
貿
易

明
代
の
徽
商
が
海
上
貿
易
に
も
稲
極
的
に
進
出
し
て
い
た
事
実
は
、

⑤
 

既
に
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
清
代
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
沿
海
を
利
用
し
た

例
か
ら
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

康
煕
帝
は
台
湾
の
鄭
氏
が
清
に
降
る
と
、
た
だ
ち
に
康
煕
二
十
三
年

（
一
六
八
四
）
展
海
令
を
発
布
し
、
民
衆
の
海
上
貿
易
を
許
可
し
た
。
こ

の
結
果
、
中
国
大
陸
沿
海
地
区
の
民
衆
は
沿
海
に
、
さ
ら
に
は
海
外
に

と
活
発
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
反
面
、
海
難
事

故
も
決
し
て
少
な
く
は
な
く
、
と
り
わ
け
朝
鮮
半
島
や
日
本
列
島
及
び

南
西
諸
島
に
漂
着
し
た
中
国
船
に
つ
い
て
は
詳
し
い
記
録
が
残
さ
れ
て

⑦
 

い
る
。
こ
の
内
、
徽
商
と
沿
海
貿
易
と
の
関
係
を
朝
鮮
半
島
に
漂
着
し

た
中
国
帆
船
の
資
料
か
ら
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

瀦
正
十
年
こ
七
三
二
）
十
月
十
八
日
、
朝
鮮
半
島
の
南
部
の
珍
島
に

中
国
帆
船
が
漂
着
し
た
。
こ
の
船
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
江
蘇
省
通
州
の

商
船
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
船
戸
が
夏
一
周
で
、
舵
工
高
漢
章
の

⑧
 

他
水
手
十
五
人
が
乗
組
ん
で
い
た
。
漂
着
す
る
ま
で
の
航
行
経
過
を
聞

く
と
、
乗
組
員
が
、

瀦
正
十
年
正
月
二
十
日
に
、
徽
州
商
人
の
呉
仁
則
が
私
達
の
船
を

傭
い
、
綿
花
二
百
五
十
三
包
を
積
み
込
み
、
南
通
州
よ
り
出
帆
し
、
⑨
 

正
月
二
十
九
日
に
、
山
東
省
の
莱
陽
県
に
到
っ
て
お
ろ
し
ま
し
た
。

と
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
薙
正
十
年
（
一
七
三
二
）
正
月
二
十
日
、
徽
州

商
人
の
呉
仁
則
が
夏
一
周
の
船
を
傭
船
し
て
、
南
通
州
よ
り
山
東
半
島

の
莱
陽
県
ま
で
綿
花
二
五
三
包
を
運
搬
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
莱
陽
県
は

山
東
半
島
の
ほ
ぽ
中
央
に
位
置
す
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
膠
州
湾
の
東

に
あ
る
丁
字
港
に
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
正
月
二
十
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
所
用
日
数
一

0
日
で
徽
商
呉
仁
則
の
目
的
は
達
成
さ

れ
て
い
る
。
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呉
仁
則
の
傭
船
は
こ
の
場
合
だ
け
し
か
知
ら
れ
な
い
が
、
彼
は
お
そ

ら
く
以
前
か
ら
山
東
莱
陽
県
方
面
と
何
ら
か
の
取
引
を
し
て
い
た
も
の

と
想
像
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
嘉
慶
十
年
（
一
八
0
五
）
十
一
月
十
八
日
、
朝
鮮
半
島
の
南

西
部
に
あ
る
済
州
島
涯
月
鎮
の
厳
荘
浦
に
中
国
船
が
漂
着
し
て
い
る
。

こ
の
船
は
江
蘇
省
太
倉
州
の
宝
山
県
の
船
で
、
船
戸
博
鑑
周
、
舵
工

朱
盛
章
の
他
水
手
十
九
名
乗
組
み
さ
ら
に
客
商
一
名
が
乗
船
し
て
い
た
。

乗
組
員
に
航
行
経
過
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
徽
州
商
人
と
の
関
係
が
知

ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、

私
達
は
昨
年
（
嘉
慶
十
、
一
八
0
五
）
の
閏
月
十
六
日
に
、
徽
州
府
の

茶
商
で
あ
る
凋
有
達
に
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
上
海
の
呉
漱
口

に
お
い
て
、
茶
葉
八
百
三
十
五
包
を
積
み
込
み
、
八
月
一
日
に
天

津
に
停
泊
し
、
茶
葉
の
包
を
お
ろ
し
ま
し
た
。
凋
有
達
は
な
お
天

⑩
 

津
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

と
あ
る
。
嘉
慶
十
年
(
-
八
0
五
）
の
閏
月
と
は
閏
六
月
の
こ
と
で
あ
り
、

博
鑑
周
等
は
閏
六
月
十
六
日
に
凋
有
達
と
知
り
合
い
傭
船
を
依
頼
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
、
お
そ
ら
く
七
月
中
頃
に
凋
有
達
が
積
荷
の
茶
葉
と

共
に
乗
船
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

た
だ
こ
の
場
合
、
徽
商
の
凋
有
達
が
精
荷
と
共
に
乗
船
し
、
自
ら
も

天
津
へ
行
き
、
そ
こ
で
こ
の
船
と
は
別
か
れ
て
天
津
に
滞
在
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
凋
有
達
は
天
津
を
商
圏
の
一
拠
点
に
し
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
、
清
代
徽
商
の
沿
海
を
利
用
し
た
例
で
あ
る
が
、
両
例
と
も

徽
州
商
人
と
海
外
貿
易

に
傭
船
と
い
う
方
法
で
自
己
貨
物
を
他
地
域
に
運
搬
さ
せ
て
貿
易
す
る

と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
船
を
所
有
し
て
海
上
貿
易
を
お
こ
な
う

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
彼
等
の
商
業
目
的
達
成
の
た
め
運
輸
手
段
と

し
て
沿
海
船
を
利
用
し
た
も
の
と
言
え
る
。

⑪
 

傭
船
の
例
は
徽
商
に
の
み
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
彼
等
は

商
圏
拡
大
の
た
め
に
は
内
陸
輸
送
機
構
に
の
み
依
ら
ず
、
沿
海
を
も
利

用
す
る
と
い
う
積
極
的
な
営
利
方
法
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
歴
然
で
あ

る。
清
代
徽
州
商
人
の
活
動
範
囲
は
単
に
沿
海
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
等
の

な
か
に
は
海
外
に
ま
で
そ
の
商
業
活
動
の
触
手
を
拡
大
し
た
者
が
い
た
。

康
煕
二
十
六
年
（
一
六
八
七
）
二
月
二
十
二
日
、
朝
鮮
半
島
の
南
部
の

済
州
島
に
漂
着
し
た
中
国
船
が
あ
る
。
こ
の
船
は
長
江
河
口
の
呉
漱
口

よ
り
出
帆
し
て
長
崎
へ
向
か
っ
た
貿
易
船
で
海
上
漂
流
し
済
州
島
に
漂

着
し
た
船
で
あ
る
が
、
そ
の
乗
船
者
の
中
に
、
徽
州
府
休
寧
県
出
身
の

⑫
 

「

呉

聖

年

四

十
l

―
-
」
が
い
た
。
こ
の
他
に
徽
州
府
近
郊
寧
国
府
寧

⑮
 

国
県
出
身
の
「
周
盟
乾
年
五
十
」
も
お
り
、
こ
の
両
名
を
含
め
て
も
全

乗
船
者
六
五
名
の
中
で
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
が
、
展
海
令
ま
も
な
い

こ
の
時
期
に
お
い
て
、
は
や
ば
や
と
沿
海
地
区
の
多
数
の
商
人
に
混
っ

て
稽
極
的
に
海
外
へ
進
出
を
意
図
し
た
徽
州
商
人
が
い
た
こ
と
は
、
彼

等
の
旺
盛
な
商
業
意
欲
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
含
る
で
あ
ろ
う
。
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（一）
こ
の
よ
う
な
一
船
の
客
商
と
し
て
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
在
唐
荷

⑭
 

主
」
と
し
て
、
巨
大
な
資
本
力
を
必
要
と
す
る
日
本
貿
易
を
お
こ
な
っ

た
徽
州
商
人
が
い
る
。
そ
れ
は
嘉
慶
期
（
一
七
九
六
し
一
八
二

0
)
の
末
に
⑮
 

日
清
貿
易
の
官
商
と
し
て
知
ら
れ
る
徽
州
府
休
寧
県
出
身
の
注
永
増
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
と
長
崎
貿
易
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

長
崎
貿
易
船
金
全
順
の
琉
球
漂
着

嘉
慶
二
十
年
十
二
月
二
十
一
日
(
-
八
一
六
年
一
月
一
九
日
）
に
、
琉
球

⑯
 

中
山
朝
治
下
の
大
島
に
一
隻
の
中
国
船
が
漂
着
し
た
。
琉
球
の
役
人
が

た
だ
ち
に
乗
組
員
等
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
彼
等
は
次
の
よ
う
な
報
告
を

し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

拠
装
商
注
小
園
等
稟
称
、
園
等
係
江
南
蘇
州
府
長
洲
県
商
人
、
通

船
人
数
、
共
計
壱
百
拾
参
名
、
商
局
主
注
永
増
、
蒙
各
大
憲
、
奏

准
牲
東
洋
採
餅
洋
銅
、
以
資
陸
省
鼓
鋳
、
在
案
、
毎
年
夏
冬
両
次
、

乗
時
発
船
、
歴
緋
以
来
、
並
無
有
恨
銅
肋
、
是
以
今
年
拾
弐
月
初

参
日
、
装
懺
貨
物
、
井
領
東
洋
牌
照
。
〔
於
〕
初
柴
日
、
在
上
海

出
口
、
不
料
初
拾
日
、
在
太
洋
遭
風
、
損
失
脆
舵
、
随
風
漂
流
、

⑰
 

幸
頼
天
神
護
佑
、
弐
拾
壱
日
、
漂
到
貴
轄
地
方
等
由
。

と
あ
り
、
江
南
蘇
州
府
長
洲
県
の
商
人
注
小
園
等
乗
組
員
計
―
一
三
名

で
あ
り
、
商
局
主
注
永
増
は
官
府
の
許
可
を
得
て
日
本
に
六
省
の
鼓
鋳

用
の
銅
を
求
め
、
毎
年
夏
と
冬
の
二
回
、
船
を
出
し
て
い
て
、
今
年
の

十
二
月
三
日
に
、
貿
易
品
を
稽
み
込
み
、
日
本
の
通
商
許
可
書
を
持
っ

て
、
七
日
に
上
海
を
出
帆
し
た
と
こ
ろ
、
十
日
に
洋
上
で
暴
風
に
遭
遇

し
て
漂
流
し
、
幸
い
に
天
の
加
護
に
よ
り
、
ニ
―
日
、
琉
球
の
大
島
に

漂
着
し
た
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
乗
組
員
等
は
救
助
さ
れ
、
後
に
、
琉
球
か
ら
福
建
省
に
送

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
た
、
彼
等
の
こ
と
が
調
べ
ら
れ
た
。

窟
本
年
伍
月
初
伍
•
初
柴
等
日
、
拠
閥
安
協
副
将
黄
耀
武
稟
報
、

在
洋
望
見
、
琉
球
船
両
隻
、
査
係
護
送
江
南
難
商
注
小
園
来
閾
、

率
同
兵
船
、
帯
進
省
港
、
当
経
臣
檄
防
福
防
同
知
、
明
恒
将
夷
人

難
商
等
、
分
別
安
頓
、
詳
細
訊
問
去
後
、
絃
拠
該
同
知
詳
報
、
緑

注
小
園
係
江
南
休
寧
県
人
、
代
伊
堂
兄
官
銅
商
汗
永
増
、
官
船
前

往
東
洋
、
採
餅
洋
銅
、
以
資
〔
陸
〕
省
鼓
鋳
、
毎
年
夏
冬
両
時
発

船
、
経
浙
江
藩
司
給
有
執
照
、
准
帯
防
船
抱
伍
・
薬
鉛
等
件
、
又

経
江
蘇
藩
司
給
有
執
照
、
准
帯
薬
材
・
雑
物
、
照
例
納
税
銀
壱
百

弐
拾
両
、
於
嘉
慶
弐
拾
年
拾
弐
月
初
参
日
、
傭
金
全
順
海
船
、
配

舵
水
共
捌
拾
玖
名
、
由
上
海
鯰
放
、
因
港
路
不
熟
、
晃
備
荊
梢
弐

拾
津
名
、
引
導
出
口
、
嗣
因
風
急
、
掟
断
、
都
梢
不
能
揃
虹
上
岸
、

即
留
船
、
都
駿
一
共
壱
百
拾
参
人
、
在
大
洋
遭
風
、
捐
失
脆
舵
、

⑱
 

至
弐
拾
壱
日
、
漂
収
琉
球
国
笠
利
洋
面
。

と
あ
る
よ
う
に
、
琉
球
よ
り
福
建
省
に
帰
っ
て
来
た
注
小
園
等
が
海
防

同
知
に
よ
っ
て
取
り
調
べ
を
受
け
た
結
果
、
注
小
園
は
江
南
休
寧
県
の

人
で
あ
り
、
彼
の
父
方
の
い
と
こ
で
官
商
の
注
永
増
に
代
わ
っ
て
日
本

へ
行
き
、
鼓
鋳
用
の
銅
を
求
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
嘉
慶
二
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に

十
年
十
二
月
三
日
に
金
全
順
船
を
傭
船
し
、
乗
組
員
八
九
名
を
配
し
た

が
、
航
路
不
案
内
の
た
め
別
に
二
四
名
も
傭
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る。
つ
ま
り
、
琉
球
で
は
注
小
園
は
蘇
州
府
の
長
洲
県
人
と
言
っ
た
が
、

福
建
で
の
取
り
調
べ
の
結
果
、
休
寧
の
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
れ
は
、
長
洲
県
が
彼
の
現
居
住
地
で
あ
っ
て
休
寧
県
は
彼
の
本
籍
地

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
当
然
、
そ
の
父
方
の
い
と
こ
の
注
永
増
も
休

寧
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

官
商
注
永
増
の
堂
弟
と
し
て
、
上
海
か
ら
出
帆
し
琉
球
に
漂
着
し
た

注
小
園
で
あ
る
が
、
彼
は
文
化
十
二
年
（
嘉
慶
二

0
、
一
八
一
五
）
の
七
月

⑲
 

十
三
日
に
長
崎
に
来
航
し
た
亥
五
番
船
の
船
主
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
⑳
 

年
の
十
月
三
日
に
、
次
回
の
丑
年
の
信
牌
を
領
し
て
帰
国
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
年
の
十
二
月
三
日
に
上
海
か
ら
長
崎
へ
向
か
う
途
中
琉
球

に
漂
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

徽
州
商
人
注
永
増
と
長
崎
貿
易

そ
れ
で
は
、
休
寧
出
身
と
見
ら
れ
る
注
永
増
が
官
商
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
日
本
貿
易
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

注
永
増
が
日
本
貿
易
と
関
係
あ
っ
た
こ
と
は
、
林
則
徐
の
『
林
文
忠

公
政
書
』
甲
集
「
会
奏
官
銅
餅
運
洋
銅
請
復
旧
章
摺
」
に
見
え
る
。

窟
照
蘇
省
官
商
承
餅
直
隷
・
映
西
・
湖
北
・
江
西
・
浙
江
・
江
蘇

六
省
鼓
鋳
洋
銅
、
前
於
嘉
慶
二
年
、
｛
双
商
王
履
階
承
餅
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
江
蘇
宝
蘇
局
の
官
商
が
直
隷
以
下
六
省
の
鼓
鋳
に
要

⑪
 

す
る
日
本
銅
を
輸
入
し
て
い
る
が
、
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
に
王
履
階

が
な
り
、
彼
の
後
、
王
日
桂
、
程
洪
然
と
続
き
、
そ
の
後
に
注
永
増
が

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
書
に
、

後
商
注
永
増
接
箭
、
僅
止
四
年
、
亦
即
乏
退
。

と
あ
る
よ
う
に
わ
ず
か
に
四
年
の
み
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
日
本
側
の
記
録
で
は
『
長
崎
志
続
編
』
巻
八
、
唐
船
進
港

井
雑
事
之
部
に
よ
れ
ば
、
文
化
九
年
（
嘉
慶
一
七
、
一
八
―
二
）
よ
り
文
化

十
三
年
（
嘉
慶
ニ
―
‘
一
八
一
六
）
ま
で
、
注
氏
番
外
船
、
注
氏
別
船
、
注

⑫
 

氏
十
二
家
等
々
と
「
注
氏
」
の
名
が
見
え
て
い
る
。

し
か
し
、
詳
細
な
記
録
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
間
に
、
中
国
に
漂

着
し
た
日
本
人
を
撫
育
し
た
在
唐
荷
主
と
し
て
知
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
も
、
文
化
十
三
年
（
嘉
慶
ニ
―
‘
一
八
一
六
）
六
月
に
来
航
し

た
子
二
番
よ
り
七
番
船
に
て
帰
国
し
た
日
本
人
漂
流
者
を
連
れ
渡
っ
た

際
の
口
書
等
が
残
さ
れ
て
い
て
、
汗
永
増
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ

を
こ
こ
に
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
の
「
唐
国
ヨ
リ
送
来
候
源
流
人
之
儀
二

＠
 

付
書
面
」
に
見
え
る
口
書
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

子
弐
番
船

同
三
番
船

同
四
番
船
日
本
人
連
渡
候
付
吟
味
仕
候
口
書
井
和
解

同
五
番
船
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具
供
注
局
子
二
番
寧
波
船
主
沈
万
珍
、
公
局
仝
三
番
南
京
船
主
楊

西
亭
、
注
局
仝
四
番
腹
門
船
主
注
松
巣
、
公
局
仝
五
番
南
京
船
主

蒋
春
洲
、
仝
六
番
寧
波
船
主
諏
竹
奄
、
注
局
仝
七
番
南
京
船
主
注

執
転
等
切
万
等
船
上
護
送

貴
国
人
四
十
五
人
、
前
来
絃
伝
令
通
船
人
衆
、
喚
至
公
街
、
即

蒙
査
詢
縁
絲
倶
経
領
悉
今
所
護
送
之
古
後
七
郎
右
衛
門
等
、
本
係

貴
国
薩
摩
人
氏
、
原
船
四
十
八
人
、
在
洋
遇
罠
、
子
乙
亥
年
十
月
初

六
日
、
漂
到
広
東
省
恵
州
府
陸
豊
県
内
磁
石
鎮
地
方
、
該
地
方
公

員
、
即
刻
救
済
給
与
食
剤
扶
持
、
内
一
人
得
病
身
故
、
尚
四
十
七

人
、
解
到
陸
豊
県
街
門
、
令
其
安
頓
宿
歌
之
下
、
自
該
地
坐
船
、

押
解
仝
省
広
州
府
、
報
知
該
荷
門
、
数
日
停
留
在
彼
、
由
該
地
逐

駅
速
解
、
而
在
路
、
又
一
人
病
故
、
所
存
四
十
六
人
、
子
今
二
月

廿
八
日
、
押
至
乍
浦
海
防
官
徊
門
、
即
日
示
仰
万
等
碑
両
局
財
東

注
永
増
．
楊
鶴
圃
加
意
安
置
留
心
撫
養
等
、
固
奉
命
之
下
打
点

房
屋
、
安
排
食
剤
、
置
備
衣
服
被
褥
等
、
供
給
布
置
、
至
本
月
初

一
日
、
街
門
嘱
附
今
夏
洋
船
、
携
帯
漂
流
人
、
送
回

貴
国
等
由
、
是
以
両
局
発
販
六
艘
船
上
、
分
撥
該
沈
万
珍
船
上
、
帯

領
古
後
七
郎
右
衛
門
等
八
人
、
楊
西
亭
船
上
、
帯
領
染
川
伊
兵
衛

同
六
番
船

同
七
番
船

松
山
伊
予
守

金
沢
大
蔵
少
輔

文
化
十
三
年
六
月

等
八
人
、
子
六
月
十
三
日
、
由
乍
一
体
開
行
、
沈
万
珍
船
仝
廿
四

日
、
楊
西
亭
船
仝
廿
六
日
、
平
安
抵
港
。
其
注
松
巣
船
上
、
帯
領

与
右
衛
門
等
八
人
、
輝
竹
奄
船
上
帯
領
税
所
長
左
衛
門
等
八
人
、

子
六
月
十
五
日
、
由
乍
一
体
開
行
、
在
洋
因
風
欠
順
、
仝
廿
四
日
、

漂
到
天
草
内
寄
津
港
、
由
該
地
起
痒
、
仝
廿
七
日
、
両
艘
均
平
抵

港
。
其
蒋
春
洲
船
上
、
帯
領
太
右
衛
門
等
七
人
、
内
一
名
病
故
埋

葬
在
乍
、
其
注
執
転
船
上
、
帯
領
喜
八
等
七
人
、
子
六
月
十
八
日
、

由
乍
一
体
開
行
、
該
蒋
春
洲
船
、
子
廿
七
日
、
注
執
転
船
、
仝
廿

九
日
、
平
安
抵
港
、
至
子
漂
流
人
在
唐
、
居
停
之
間
、
都
各
留
意

扶
郎
、
並
無
勧
誘
邪
教
、
所
供
是
窺
、
峯
無
差
舛
、
均
此
具
供
上

覆

子
二
番
寧
波
船
主
沈
万
珍
固

財
副
方
晋
明
固

仝
戴
致
和
固

仝
沈
蒟
谷
固

伏

侍

朱

箔

固

仝
高
和
同
―

総
官
陳
諸
和
国

水
手
等

仝
三
番
南
京
船
主
楊
西
亭
固

財
副
周
蒻
亭
固

伏
侍
方
景
昌
R
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仝

徐

八

固

総
官
林
能
桐
固

水
手
等

注
松
巣
固

仝
四
番
屡
門
船
主
楊
少
硲
園

財
副
孫
也
堂
固

伏

侍

徐

福

固

仝

陳

志

達

固

総
官
呉
従
協
固

水
手
等

仝
五
番
南
京
船
主
蒋
春
洲
固

財
副
劉
福
邦
固

仝

楊

秋

奄

固

伏
侍
陳
新
司
固

仝

蒋

宗

賢

⑲

総
官
鄭
行
御
固

水
手
等

輝
竹
奄
固

仝
六
番
寧
波
船
主
沈
綺
泉
固

財
副
陸
品
三
同

伏

侍

装

庸

固

仝

沈

栄

固

総
官
周
茂
川
固

水
手
等

仝
七
番
南
京
船
主
注
執
転
固

財
副
銀
梧
亭
固

仝

注

介

春

固

伏

侍

周

慶

固

仝

李

小

玩

園

総
官
呉
得
勝
固

水
手
等

以
口
書
申
上
候
者
ハ
、
江
氏
子
弐
番
寧
波
船
主
沈
万
珍
、
十
二
家

同
三
番
南
京
船
主
楊
西
亭
、
注
氏
同
四
番
腹
門
船
主
注
松
巣
、
十

二
家
同
五
番
南
京
船
主
蒋
春
洲
、
同
六
番
寧
波
船
主
諏
竹
奄
、
注

氏
同
七
番
南
京
船
主
注
執
転
等
二
而
御
座
候
、
然
ハ
私
共
船
よ
り

貴
国
之
人
四
拾
五
人
連
渡
候
付
、
一
船
之
者
共
御
役
所
江
被
召
出

御
吟
味
被
仰
付
候
趣
、
謹
而
奉
畏
候
、
此
度
護
送
い
た
し
候
古

後
七
郎
右
衛
門
等
ハ

貴
国
薩
州
之
人
四
拾
人
、
逢
難
風
、
去
亥
十
月
六
日
唐
国
広
東
省
恵

州
府
陸
豊
県
之
内
磁
石
鎮
与
申
地
方
江
源
着
被
致
候
付
、
其
所
之

役
人
救
揚
食
物
等
相
与
介
抱
い
た
し
侯
、
内
壱
人
病
死
有
之
、
残

四
拾
七
人
陸
豊
県
官
所
江
送
遣
し
候
処
、
早
速
安
置
被
致
、
其
末

船
裔
同
省
広
州
府
江
送
越
、
官
所
江
訴
於
同
所
数
日
滞
船
、
夫
よ

- 7 -



文
化
十
三
年
六
月

子
弐
番
寧
波
船
主
沈
万
珍

方
晋
明

り
次
々
逓
送
之
途
中
二
而
‘
壱
人
病
死
有
之
、
残
四
拾
六
人
、
当
二

月
廿
八
日
、
乍
浦
海
防
官
所
江
送
来
候
付
、
即
刻
私
共
注
氏
十
二

家
荷
主
注
永
増
、
楊
属
圃
江
心
を
付
町
嘩
ー
一
撫
育
い
た
し
候
様
被

申
付
候
付
、
其
旨
を
承
、
居
所
を
設
、
食
物
衣
類
臥
具
等
手
当
い

た
し
介
抱
仕
罷
立
候
処
、
右
漂
流
人
当
夏
渡
海
之
船
よ
り

貴
国
江
護
送
可
致
旨
、
当
月
朔
日
被
申
渡
候
付
、
則
双
方
仕
出
し
之

船
六
艘
ー
一
引
分
、
此
度
沈
万
珍
船
江
古
後
七
郎
右
衛
門
等
八
人
、

楊
西
亭
船
江
染
川
伊
兵
衛
等
八
人
為
乗
組
、
六
月
十
三
日
乍
浦
よ

り
出
船
い
た
し
候
処
、
沈
万
珍
船
ハ
同
廿
四
日
、
楊
西
亭
船
ハ
同

廿
六
日
御
当
津
着
船
仕
、
注
松
巣
船
江
与
右
衛
門
等
八
人
、
諏
竹

奄
船
江
税
所
長
左
衛
門
等
八
人
為
乗
組
、
六
月
十
五
日
同
所
出
船

い
た
し
候
処
、
洋
中
風
不
順
二
而
、
同
廿
四
日
天
草
之
内
崎
津
湊

漂
着
仕
、
其
所
よ
り
挽
船
を
以
両
艘
共
同
廿
七
日
、
御
当
津
着
船

仕
、
蒋
春
洲
船
江
太
右
衛
門
等
七
人
為
乗
組
候
、
内
壱
人
病
死
有

之
候
付
、
乍
浦
表
江
葬
、
注
執
転
船
江
喜
八
等
七
人
為
乗
組
、
六

月
十
八
日
同
所
出
船
い
た
し
候
処
、
蒋
春
洲
船
ハ
同
廿
七
日
、
注

執
転
船
ハ
同
廿
九
日
夕
方
、
無
恙
御
当
津
着
船
仕
候
、
扱
又
右
漂

流
人
唐
国
滞
留
之
間
、
何
事
茂
心
を
付
介
抱
い
た
し
邪
宗
門
勧
等

之
儀
、
決
而
無
之
候
、
右
之
通
実
情
二
而
聯
相
違
無
御
座
候
、
切

一
同
口
書
を
以
申
上
候

財
副
戴
致
和

沈
箔
谷

朱

鉤
高

和

介
抱
人

惣
代
陳
諸
和

水
手
共

子
―
―
一
番
南
京
船
主
楊
西
亭

財
副
周
蒻
亭

方
景
昴

徐

八

介
抱
人

惣
代
林
能
桐

水
手
共

注
松
巣

楊
少
硲

同
四
番
腹
門
船
主

財
副
孫
也
堂

徐

福

陳
志
達

介
抱
人

惣
代
呉
従
協

水
手
共

同
五
番
南
京
船
主
蒋
春
洲

劉
福
邦

楊
秋
苺

財
副

陳
新
司

- 8 -



蒋
宗
賢

介
抱
人

惣
代
鄭
行
御

水
手
共

輝
竹
苺

沈
綺
泉

子
六
番
寧
波
船
主

財
副
陸
品
三

装

庸

沈

栄

介
抱
人

惣
代
周
茂
川

水
手
共

同
七
番
南
京
船
主
注
執
転

紐
梧
亭

注
介
春

財
副
周

慶

李
小
伝

介
抱
人

惣
代
呉
得
勝

水
手
等

右
唐
人
共
口
書
之
通
和
解
差
上
申
候
以
上

唐
通
事
漂
流
人
掛

神

代

太

十

郎

画

清

河

源

十

郎

⑲

彰
城
節
右
衛
門
⑲

頴

川

四

郎

太

⑲

唐
方
諸
立
合

唐
通
事
年
番吉

嶋

左

十

郎

R

柳
屋
新
兵
衛
⑲

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
子
弐
番
船
同
三
番
船
同
四
番
船
同
五
番
船

同
六
番
船
同
七
番
船
日
本
人
連
渡
候
付
差
上
侯
書
付
井
和
解
」

が
あ
り
、
同
書
の
漢
文
口
書
に
は
「
碑
両
局
餅
銅
官
商
注
永
増
．
楊
鶴

圃
」
と
見
え
、
汗
永
増
が
注
局
塀
銅
官
商
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
の
源
流
日
本
人
を
送
り
届
け
た
中
国
側
に
関
係
の

楷
案
が
知
ら
れ
る
。
『
清
嘉
慶
朝
外
交
史
料
五
』
の
「
護
理
浙
江
巡

撫
布
政
使
額
特
布
奏
甥
省
送
到
日
本
遭
風
難
番
照
例
資
送
帰
国
摺
」
が

そ
れ
で
、
嘉
慶
二
十
一
年
閏
六
月
二
十
一
日
付
の
奏
摺
の
中
に
、

於
嘉
慶
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
、
護
至
浙
省
、
当
即
筋
送
乍
浦

海
口
、
妥
為
安
頓
撫
憔
、
侯
東
洋
塀
銅
便
船
、
附
搭
回
国
去
、
後

絃
拠
平
湖
県
詳
称
、
査
有
苑
三
錫
・
金
全
勝
・
金
源
宝
・
万
永
泰

・
銭
寿
昌
・
金
恒
順
六
船
、
前
往
東
洋
、
採
餅
銅
肋
、
当
将
該
難

番
等
給
与
口
糧
、
分
搭
銅
船
、
正
在
候
風
開
駿
間
、
難
番
内
八
兵

衛
一
名
中
暑
身
故
、
給
棺
殆
埋
、
其
余
難
番
古
後
七
郎
右
街
門
等

四
十
五
名
、
於
六
月
初
十
、
十
三
、
十
五
等
日
、
先
後
在
乍
浦
開

行
、
出
口
回
国
由
。

と
あ
り
、
六
月
十
日
、
十
三
日
、
十
五
日
等
の
三
日
に
分
か
れ
漂
流
人

が
分
乗
帰
国
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
唐
船
主
の
口
書
で
は
六
月
十
三
、

十
五
、
十
八
日
に
な
っ
て
い
て
＿
―
-
日
の
ず
れ
が
あ
る
。

—, ＿ 



こ
の
時
の
船
は
落
三
錫
・
金
全
勝
・
金
源
宝
・
万
永
泰
・
銭
寿
昌
・

金
恒
順
の
六
艘
で
、
先
の
子
二
番
よ
り
七
番
船
ま
で
の
六
艘
と
一
致
す

⑭
 
る
。
こ
の
六
艘
の
内
官
商
注
氏
が
派
船
し
た
の
は
苑
三
錫
・
金
全
勝
・

金
源
宝
の
三
艘
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
同
氏
の
船
主
は
上
記
の
口
書
よ

り
子
二
番
船
の
沈
万
珍
、
同
四
番
船
の
注
松
巣
、
楊
少
硲
、
同
七
番
船

の
注
執
転
等
計
四
名
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
官
商
注
永
増
は
当
時
何
艘
、
派
船
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
文
化
十
三
年
中
に
来
航
し
た
船
は
文
化
十
二
年
干
支
乙
亥
の
亥

十
番
船
よ
り
文
化
十
四
年
千
支
丁
丑
の
丑
一
番
船
ま
で
十
二
艘
が
知
ら

⑮
 

れ
る
。
こ
の
内
、
文
化
十
三
年
千
支
丙
子
の
子
に
番
立
に
さ
れ
た
船
は

一
番
よ
り
十
番
ま
で
の
十
艘
で
あ
る
。
船
主
は
、
子
一
番
船
が
十
二
家

⑮
 

の
張
秋
琴
、
二
番
か
ら
七
番
ま
で
は
先
述
の
通
り
、
八
番
が
在
留
船
主

沈
万
珍
で
あ
る
か
ら
注
氏
船
主
、
九
番
が
同
じ
く
注
氏
船
主
の
楊
少
硲
、

＠
 

十
番
が
十
二
家
の
在
留
船
主
諏
竹
苺
で
あ
る
か
ら
、
子
年
十
艘
の
内
、

五
艘
が
注
氏
の
派
船
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
注
氏
船
の
船
主
と
し
て
知
ら
れ
る
沈
秋
屏
、
琉
球
に
漂
着

し
た
注
小
園
、
さ
ら
に
沈
万
珍
、
注
執
転
、
注
松
巣
、
楊
少
硲
、
周
渭

瀾
等
の
長
崎
来
航
の
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
、
表
示
し
て
み

る
と
（
表
1
)
文
化
九
年
か
ら
十
四
年
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が

⑱
 

知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
十
二
家
船
主
が
長
期
に
渉
る
中
で
、
彼
等
の
来

航
時
期
は
き
わ
め
て
短
か
っ
た
と
言
え
る
。

⑲
 

し
か
し
、
こ
の
内
沈
秋
屏
は
文
政
十
一
年
子
八
番
よ
り
、
注
執
転
は

⑲
 

天
保
元
年
寅
十
番
船
よ
り
船
主
と
し
て
来
航
し
て
い
る
。
そ
の
間
十
余

年
の
隔
た
り
が
あ
る
。
彼
等
は
官
商
交
替
に
よ
っ
て
船
主
の
地
位
を
譲

り
、
再
び
そ
の
地
位
を
得
る
に
は
、
長
年
月
を
要
し
た
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
次
に
『
割
符
留
帳
』
に
よ
っ
て
、
汗
氏
の
取
得
し
た
長
崎

通
商
許
可
書
で
あ
る
「
信
牌
」
の
使
用
経
路
を
追
っ
て
見
る
こ
と
に
す

る。
表(l) 官商江氏船主長崎番立名

⑲ 

『割符留帳」は文化十二年四月前は不明であるが、それ以

西 暦 1812 1813 1814 1815 1816 1817 

中国暦 嘉慶17 18 19 20 21 22 

文化9 10 11 12 13 14 

卑番外 亥1,2,7 

戌10 子2,8

亥10涅塑子7

亥5
子4 丑1

子4,9
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後
の
記
載
順
に
注
氏
派
船
主
の
船
を
見
る
と
、
文
化
十
一
年
（
甲
戌
、
嘉

慶
十
九
、
一
八
一
四
）
に
来
航
し
た
戌
十
番
船
、
牌
主
劉
太
発
の
信
牌
は
、

翌
十
二
年
四
月
に
同
船
船
主
沈
万
珍
が
受
領
し
、
そ
れ
を
持
渡
っ
た
の

は
同
年
七
月
十
三
日
夜
に
長
崎
に
入
港
し
た
亥
五
番
船
主
注
小
園
で
あ

⑲
 

る。
注
小
園
は
文
化
十
二
年
（
乙
亥
、
嘉
慶
二
十
、
一
八
一
五
）
十
月
三
日
に

劉
太
発
名
儀
の
信
牌
を
受
領
し
、
そ
の
牌
は
同
年
十
二
月
六
日
に
長
崎
⑲
 

来
航
し
た
亥
七
番
船
在
留
船
主
沈
秋
屏
、
財
副
都
静
岩
等
が
持
渡
り
、

同
牌
は
同
七
番
船
主
沈
秋
屏
が
文
化
十
三
年
（
丙
子
、
嘉
廣
ニ
―
‘
一
八
一

六
）
四
月
受
領
し
帰
帆
し
て
、
同
年
の
六
月
二
九
日
に
長
崎
に
入
港
し

た
子
七
番
船
在
留
船
主
汗
執
転
、
財
副
紐
梧
亭
の
船
で
持
渡
ら
れ
、
そ

⑭
 

し
て
、
同
年
九
月
に
注
執
転
が
受
領
し
て
帰
国
し
て
い
る
。
つ
い
で
、

同
年
の
十
二
月
一
日
夜
に
長
崎
入
港
し
た
子
八
番
船
、
在
留
船
主
沈
万

珍
、
財
副
注
介
春
の
船
で
持
渡
ら
れ
、
翌
十
四
年
（
丁
丑
、
嘉
慶
二
二
、⑮
 

一
八
一
七
）
四
月
二
八
日
に
子
八
番
船
主
沈
万
珍
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
牌
の
持
渡
ら
れ
た
事
に
つ
い
て
の
記
載
が
無
い
。

文
化
十
二
年
亥
一
番
船
の
信
牌
は
牌
主
が
沈
竹
渓
の
名
で
あ
り
、
こ

れ
は
、
同
十
二
年
四
月
十
六
日
に
亥
一
番
船
船
主
の
沈
秋
屏
が
受
領
し
、

こ
の
牌
を
持
渡
っ
た
の
は
同
年
七
月
十
八
日
夕
刻
に
長
崎
に
入
港
し
た

⑲
 

戌
別
船
の
船
主
注
執
転
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
牌
は
、
『
割
符
留

帳
」
に
、但
、
此
牌
同
年
十
月
三
日
、
同
船
主
注
執
転
帰
帆
之
節
、
古
牌
之

⑰
 

儘
、
御
渡
相
成

と
あ
る
よ
う
に
、
注
執
転
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
月
三
日
に
信
牌

を
受
取
っ
た
船
主
は
亥
四
番
船
の
朱
鑑
池
、
同
五
番
船
の
注
小
園
、
同

⑲
 

六
番
船
の
劉
培
原
の
三
人
で
あ
る
。
注
執
転
は
翌
十
三
年
六
月
に
子
七

⑲
 

番
船
が
来
航
し
た
時
に
は
「
在
留
船
主
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
注
執

転
が
受
取
っ
た
信
牌
は
注
小
園
が
持
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
こ

の
信
牌
が
使
わ
れ
た
こ
と
の
記
載
は
無
い
。

文
化
十
二
年
乙
亥
二
番
船
の
牌
主
陳
卓
飛
名
儀
の
信
牌
は
同
年
十

月
一
日
、
沈
秋
屏
が
受
領
し
て
帰
国
し
、
翌
十
三
年
正
月
十
八
日
夜
、

⑩
 

亥
十
番
船
注
執
転
が
持
渡
り
、
同
牌
注
執
転
が
同
年
四
月
に
受
領
し
、

＠
 

同
年
六
月
二
四
日
入
港
し
た
子
二
番
沈
万
珍
が
持
渡
り
、
同
年
九
月
四

日
、
沈
万
珍
が
受
領
し
、
同
年
十
二
月
二
日
入
港
し
た
楊
少
総
船
主
の

＠
 

子
九
番
船
が
持
渡
っ
て
い
る
。
一
年
に
同
牌
に
よ
っ
て
三
度
来
航
し
て

い
る
。
楊
少
硲
は
文
化
十
四
年
四
月
二
八
日
に
陳
卓
飛
名
儀
の
信
牌
を

＠
 

受
領
し
帰
国
し
た
が
、
そ
の
後
こ
の
信
牌
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

最
後
に
文
化
十
三
年
九
月
四
日
の
子
四
番
船
船
主
注
松
巣
が
持
帰
っ

た
蒋
培
之
名
儀
の
信
牌
は
同
年
十
二
月
十
七
日
丑
一
番
船
の
注
松
巣
・

⑭
 

周
渭
瀾
両
船
主
が
持
渡
り
、
こ
の
信
牌
は
翌
十
四
年
四
月
二
九
日
に
周

⑮
 

渭
瀾
が
受
領
し
て
い
る
が
そ
の
後
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
信
牌
の
使
用
例
か
ら
、
『
割
符
留
帳
』
が
前
半
に
つ
い
て
の

記
載
が
無
い
た
め
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
汗

氏
が
使
用
し
た
信
牌
は
彼
等
か
ら
次
代
の
官
商
の
手
に
渡
っ
て
い
な
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
徽
州
商
人
注
永
増
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
長
崎
貿
易
は

- 11 -



上
述
の
よ
う
に
、
主
に
海
事
関
係
の
資
料
に
依
拠
し
て
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
中
国
国
内
に
お
い
て
確
固
た
る
商
業
基
盤
を
有
し
て
い
た

徽
州
商
人
が
、
清
代
の
沿
海
及
び
海
外
に
と
そ
の
商
業
活
動
の
触
手
を

拡
大
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

清
の
展
海
令
に
よ
る
海
禁
の
解
除
は
、
お
の
ず
か
ら
地
の
利
を
得
た

沿
海
地
区
の
商
人
達
に
と
っ
て
沿
海
に
海
外
に
と
積
極
的
に
進
出
す
る

機
会
を
与
え
、
そ
の
活
動
の
一
端
は
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

⑯
 

で
あ
る
。

海
上
貿
易
に
優
位
な
立
地
に
あ
っ
た
沿
海
地
区
の
商
人
に
互
し
て
、

徽
州
商
人
は
決
し
て
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
海
上
貿
易
に
進

出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
等
の
地
理
的
不
利
を
克
服
し
て
ま
で
も

海
上
貿
易
に
進
出
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
つ
ま
り
営
利
の
た
め
に

は
い
か
な
る
困
難
を
も
顧
み
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
徽
州
商
人
の
生

粋
の
商
業
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四

小

結

彼
の
支
配
の
も
と
に
十
一
艘
も
派
船
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
官
商
交
替
に
よ
っ
て
注
永
増
は
長
崎
貿

易
か
ら
引
退
し
て
い
る
。

〔註〕

①
徽
州
商
人
の
商
業
活
動
に
関
す
る
わ
が
国
の
研
究
は
藤
井
宏
氏
の
「
新
安

商
人
の
研
究
」
日
ー
四
（
『
東
洋
学
報
』
―
-
＿
六
巻
一
ー
四
号
、
一
九
五
三
年
六

・
九
・
三
月
、
一
九
五
四
年
―
―
一
月
）
に
尽
き
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま

い
。
そ
の
後
、
重
田
徳
氏
が
「
清
代
徽
州
商
人
の
一
面
」
（
『
人
文
研
究
』
一

九
巻
八
分
冊
、
一
九
六
八
年
三
月
、
同
氏
『
清
代
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
七

五
年
十
月
、
岩
波
書
店
所
収
）
に
よ
っ
て
深
化
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り

多
く
例
を
見
な
い
。

他
方
、
中
国
で
は
腹
門
大
学
の
博
衣
凌
教
授
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
博
教
授

が
藤
井
氏
の
論
文
を
翻
訳
さ
れ
中
国
史
学
界
に
提
供
さ
れ
た
他
、
同
氏
の
『
明

清
時
代
商
人
及
商
業
資
本
』
（
一
九
五
六
年
七
月
初
版
、
一
九
八

0
年
七
月
再

版
、
人
民
出
版
社
）
に
「
明
人
徽
州
商
人
」
を
ま
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
同
氏
の

「
明
清
時
代
徽
州
婆
商
資
料
類
輯
」
（
『
明
清
時
代
社
会
経
済
史
論
文
集
』
人

民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
六
月
所
収
）
が
あ
り
、
そ
の
後
、
管
見
の
限
り
、
陳

野
氏
が
「
論
徽
州
商
業
資
本
的
形
成
及
其
特
色
」
（
『
安
徴
史
学
通
訊
』
総
七

号
、
一
九
五
八
年
九
月
）
等
が
知
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
七
九
年
以
後
、

続
々
と
研
究
が
発
表
さ
れ
、
葉
顕
恩
氏
「
試
論
徽
州
商
人
資
本
的
形
成
与
発
展
」

（
『
中
国
史
研
究
』
三
、
一
九
八
0
年
）
眸
宗
正
氏
「
明
代
徽
商
及
其
商
業
経

営
」
（
『
中
国
古
史
論
集
』
一
九
八
一
年
三
月
、
吉
林
人
民
出
版
社
）
、
（
李
則

網
氏
「
徽
商
述
略
」
（
『
江
淮
論
壇
』
一
九
八
二
年
一
期
）
、
鄭
力
民
氏
「
徽
商

与
開
中
制
」
（
同
一
九
八
二
年
二
期
）
、
葉
顕
恩
氏
「
徽
商
的
衰
落
及
其
歴
史

作
用
」
（
同
一
九
八
二
年
三
期
）
、
劉
和
恵
氏
「
徽
商
始
子
何
時
」
（
同
一
九

八
二
年
四
期
）
劉
丈
智
氏
「
清
代
前
期
的
揚
州
徽
商
」
（
同
一
九
八
二
年
五
期
）
、

劉
和
恵
氏
「
明
代
徽
商
程
鎖
家
世
考
述
」
（
『
歴
史
研
究
』
一
九
八
二
年
五
期
）

等
が
見
ら
れ
、
最
近
、
葉
顕
恩
氏
が
『
明
清
徽
州
農
村
社
会
与
佃
僕
制
』
（
一
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九
八
三
年
二
月
、
安
徽
人
民
出
版
社
）
を
ま
と
め
ら
れ
「
徽
州
商
業
資
本
」
の

章
で
徽
商
の
活
動
を
詳
述
さ
れ
て
い
て
、
徽
州
商
人
研
究
の
隆
盛
を
呈
し
て
い

る。

③
藤
井
氏
前
掲
論
文
H

③
王
直
の
姓
に
つ
い
て
は
藤
井
氏
前
掲
論
文
口
五
八
頁
参
照
。
王
直
の
活
動
に

つ
い
て
は
李
献
琉
氏
の
「
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
浙
海
の
私
商
及
び
舶
主
王
直
行

蹟
考
」
（
『
史
学
』
三
四
巻
一
・
ニ
号
、
一
九
六
一
年
七
月
）
に
詳
論
さ
れ
て

い
る
。

④
藤
井
氏
前
掲
論
文
口
五
四
し
五
五
頁
。

⑤
明
代
の
中
期
以
降
、
多
く
の
海
商
が
海
上
貿
易
に
進
出
し
た
こ
と
は
林
仁
川

氏
の
「
明
代
海
上
貿
易
的
性
質
和
影
蓉
」
（
『
中
閲
古
代
史
論
叢
』
一
九
八
一

年
二
輯
）
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
徽
商
の
海
上
活
動
は
藤
井
氏
、

博
氏
前
掲
書
五
八
し
六

0
頁
、
葉
氏
前
掲
書
、
一
五
一
頁
に
お
い
て
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
主
に
明
代
の
そ
れ
で
あ
る
。

⑥
郭
松
義
氏
「
清
代
国
内
的
海
運
貿
易
」
（
『
清
史
論
叢
』
四
輯
、
一
九
八
二

年
十
二
月
）
。

拙
稿
「
清
代
に
お
け
る
沿
岸
貿
易
に
つ
い
て
—
帆
船
と
商
品
流
通
ー
」
（
小

野
和
子
氏
編
『
明
清
時
代
の
政
治
と
社
会
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一

九
八
三
年
三
月
）
。

拙
稿
「
杭
州
織
造
烏
林
達
莫
爾
林
の
長
崎
来
航
と
そ
の
職
名
に
つ
い
て
ー
康

熙
時
代
の
日
清
交
渉
の
一
側
面
ー
」
（
『
東
方
学
』
五
五
輯
、
一
九
七
八
年
一

月
）
。拙
稿
「
一
六
ー
一
九
世
紀
の
中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
間
の
海
上
貿
易
」
（
『
海

事
交
通
研
究
』
二
三
集
、
一
九
八
四
年
三
月
）

⑦
拙
稿
「
李
朝
時
代
に
お
け
る
漂
着
中
国
船
の
一
資
料
ー
顕
宗
八
年
（
一
六
六

（
『
関
西
大
学
東
西
学
術

七
）
の
明
船
漂
着
と
「
漂
人
問
答
」
を
中
心
に
ー
」

研
究
所
紀
要
』
＋
五
輯
、
一
九
八
二
年
―
―
一
月
）
。

拙
稿
「
＋
八
し
十
九
世
紀
に
お
け
る
南
西
諸
島
漂
着
中
国
帆
船
よ
り
見
た
清

代
航
運
業
の
一
側
面
」
（
同
所
紀
要
十
六
輯
、
一
九
八
三
年
1

月
）
。

⑧
拙
稿
「
李
朝
漠
着
中
国
帆
船
の
「
問
情
別
単
」
に
つ
い
て
」
R
(
『
関
西
大

学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
十
七
輯
、
一
九
八
四
年
三
月
）
四
七
し
五
一
頁
。

⑨
『
備
辺
司
謄
録
』
英
祖
九
年
正
月
七
日
条
、
前
掲
⑧
拙
稿
四
八
頁
。

⑩
『
備
辺
司
謄
録
』
純
祖
六
年
四
月
二
十
八
日
条
、
刊
本
十
九
冊
八
一
九
頁
。

⑪
拙
稿
「
十
八
し
十
九
世
紀
に
お
け
る
南
西
諸
島
漂
着
中
国
帆
船
よ
り
見
た
清

代
航
運
業
の
一
側
面
」
参
照
。

⑫
前
掲
③
拙
稿
一
―

-0頁。

⑱
同
書
二
九
頁
。

⑭
拙
稿
「
長
崎
貿
易
に
お
け
る
在
唐
荷
主
に
つ
い
て
ー
乾
隆
し
咸
豊
期
の
日
清

貿
易
の
官
商
・
民
商
ー
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
四
五
巻
一
号
、
一
九
七
九
年

六
月
）
。

⑮
同
書
、
八
五
頁
。

⑯
『
歴
代
宝
案
』
二
集
巻
―
二

0‘

―
ニ
ニ
に
見
え
、
同
書
の
こ
の
漂
着
に
つ

い
て
は
既
に
平
和
彦
氏
が
「
近
世
奄
美
諸
島
漂
着
の
中
国
人
と
朝
鮮
人
の
護
送
」

（
『
南
島
ー
そ
の
歴
史
と
文
化
ー
』

3
．
一
九
八

0
年
十
月
、
第
一
書
房
）
一

―二

i
-
―
五
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
「
江
南
蘇
州
府
長
洲
県
（
現
在
の

呉
県
）
の
廻
船
問
屋
で
あ
る
汗
小
園
は
」
等
と
残
念
な
が
ら
清
代
長
崎
貿
易
史

か
ら
は
全
く
考
証
さ
れ
て
い
な
い
。

⑰
『
歴
代
宝
案
』
（
国
立
台
湾
大
学
出
版
、
一
九
七
二
年
六
月
）
五
四
一
＝
四
頁
。

⑱
同
書
、
五
四
一
二
六
頁
。

⑲
大
庭
脩
教
授
編
『
唐
船
進
港
回
悼
録

島
原
本
唐
人
風
説
書

割
符
留
娠
』
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一
九
七
四
年
1

二月）

（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
九
、

『
割
符
留
帳
』
と
略
す
）
一
四
五
頁
。

⑳
同
書
、
一
五

0
頁。

⑪
前
掲
⑭
拙
稿
七
八
頁
参
照
。

⑫
『
長
崎
志
続
編
』
巻
八
、
『
長
崎
文
献
叢
書
、
第
一
集
•
第
四
巻
、
続
長
崎

実
録
大
成
』
（
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
三
年
十
一
月
）
ニ
―
四
ー
ニ
一
七
頁
。

⑳
図
書
請
求
番
号
二
七
一
函
ニ
―
号
．

⑭
各
船
の
長
崎
来
航
の
状
況
は
、
拙
稿
「
日
清
貿
易
に
お
け
る
長
崎
来
航
唐
船

に
つ
い
て
ー
清
代
鳥
船
を
中
心
にI
」
®
@
〶
（
『
史
泉
』
四
七
•
四
八
•
四

九
号
、
一
九
七
一
＿
一
年
九
月
、
一
九
七
四
年
三
、
九
月
）
参
照
。

⑮
大
庭
教
授
前
掲
⑲
書
、
八
l
九
頁
表
参
照
。

⑱
十
二
家
船
主
楊
西
亭
来
航
の
際
（
『
割
符
留
帳
』
一
四
九
l
一五

0
頁
）
に

持
っ
て
来
た
信
牌
を
張
秋
琴
が
受
け
取
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
中
国
商
人
と
長
崎

貿
易
ー
嘉
慶
・
道
光
期
を
中
心
に
ー
」
（
『
史
泉
』
五
四
号
、
一
九
八

0
年
三

月
四
七
ー
五
一
頁
、
楊
西
亭
の
項
）
参
照
。

⑰
十
二
家
船
主
楊
西
亭
来
航
時
に
持
渡
っ
た
信
牌
は
輝
竹
苺
が
受
け
取
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
（
『
割
符
留
帳
』
一
五
六
l
一
五
七
頁
、
二
六
四
頁
）
。

⑱
拙
稿
「
中
国
商
人
と
長
崎
貿
易
ー
嘉
慶
・
道
光
期
を
中
心
に
ー
」
参
照
。

⑳
『
割
符
留
帳
』
―
二
頁
表
参
照
。

⑳
同
書
―
二
頁
表
参
照
。

R
同
書
一
四
―
―

-
l
一
四
四
頁
、
た
だ
こ
れ
以
前
の
も
の
と
し
て
、
寛
政
五
年
よ

り
文
化
十
年
ま
で
の
『
番
外
船
割
符
帳
』
、
前
掲
同
書
二
五
九
ー
ニ
六
五
頁
が

あ
る
。

⑲
同
書
一
四
八
頁
。

⑳
同
書
一
五

0
頁。

（
以
下

⑯ ⑮ ⑭ ⑬ @ ＠ R ⑲ ⑱ ⑰ ⑱ ⑮ ⑳ 

同
書
一
五
一
、
一
五
五
頁
。

同
書
一
五
五
、
一
五
六
頁
。

同
書
一
四
八
し
一
四
九
頁
。

同
書
一
四
九
頁
。

同
書
一
五
〇
し
一
五
一
頁
。

同
書
一
五
一
頁
。

同
書
一
四
九
頁
。

同
書
一
五
二
し
一
五
一
―
ー
百
゜

同
書
一
五
三
頁
。

同
書
一
五
六
頁
。

同
書
一
五
四
頁
。

同
書
一
五
八
頁
。

前
掲
⑥
①
拙
稿
参
照
。

（
関
西
大
学
助
教
授
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